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ご　挨　拶

伊　藤　眞知子
山形大学理事・副学長　
ダイバーシティ推進室長

　山形大学ダイバーシティ推進室（以下、推進室）
の事業に、日頃からご理解とご協力を賜り、まこと
にありがとうございます。
　「山形大学男女共同参画基本計画（第２次）」（令
和２年度～令和11年度。以下、基本計画）に基づ
いて、推進室は、本学の学生・教職員が性別、性的
指向・性自認等にかかわりなく、あらゆる活動にお
いて個性と能力を発揮でき、かつ、学業・仕事と生
活の調和（ワーク・ライフ・バランス）を実現する
ことを目ざして、男女共同参画及びダイバーシティ
にかかわる各種事業を推進しています。学長のリー
ダーシップの下、戦略本部の一室として、各キャン
パスや機構と連携して全学的な取り組みを進めてき
ました。令和７年度の主な事業を紹介します。
　〈教職員等の男女機会均等の実現・格差の是正〉
については、「管理職に占める女性割合20％以上」
（令和７年５月１日現在20.99％）ならびに「役員、
副学長、部局長、経営協議会委員、教育研究評議会
評議員の女性割合20％以上」（同22.73％）という
数値目標を達成しています。そこで、さらなる女性
割合の向上を図るため、基本計画の数値目標等を一
部改訂いたしました。
　〈男女共同参画及びダイバーシティへの意識改革へ
の促進〉に関して、男女共同参画週間（毎年6/23～
6/29）事業として、山形大学男女共同参画及びダイ
バーシティセミナーを開催しました。「介護と仕事、
両立のヒント～未来の自分と大切な人のために」を
テーマに、講師の東海林かおりさんが介護保険制度
等を丁寧に解説され、学内外の参加者から好評を得
ました。また、12月に「学長・学部長と女性研究者
の懇談会」を小白川、飯田、米沢、鶴岡の各キャン
パスで開催（オンライン）するとともに、「女性研究
者の集い」を再開し（昨年度休止）、オンラインで５
回実施して、キャンパスを越えた女性研究者のつな
がり・ネットワーク構築の場となりました。

　さらに、「山形大学における多様な性に関するガ
イドライン」（令和３年２月発行）の改訂を図り、
推進室副室長の池田弘乃教授を中心に、学生メン
バー（公募）を含めたワーキンググループを立ち上
げ、最新の情報・知見を盛り込む改訂を行いました。
すべての学生・教職員に、このガイドラインをぜひ
一読していただきたいと思います。
　〈教育・研究及び就労と家庭生活との両立のため
の環境作り〉に関して、新たに「子の出張帯同支援
制度」を設けて、従来の「学会等参加時の保育・介
護支援制度」と併せて利用することもできるように
なりました。性別にかかわりなく利用できる「各種
保育利用料補助制度」「研究支援員制度」「研究支援
員へのノートパソコン貸出」「研究者へのノートパ
ソコン貸出」「研究中断からの復帰支援制度」のほか、
「女性管理職支援制度」を設けています。利用者の
声を聴取して、制度の拡充・改善に努めるとともに、
制度の周知促進に向け、HPのリニューアル等を行
いました。
　〈女性研究者の裾野拡大〉については、「女性研究
者裾野拡大セミナー」を２つの学部で開催、また「山
形大学女性大学院生ネットワーク（山大JOIN）」が、
研究交流会等の自主的・主体的な活動を進めています。
　大学は、ダイバーシティ（多様性）、エクイティ（公
平性）やインクルージョン（包摂性）という新たな
価値を自ら体現し、教育・研究・社会共創を通じて、
社会に貢献する使命があります。多様な学生・教職
員のだれもが尊重されて、生き生きと学び働くキャ
ンパス環境を実現することが、教育・研究にイノベー
ションをもたらし、さらには産業界や地域社会の活
性化につながると考えています。ひきつづき、ダイ
バーシティ推進へのご理解、ご協力とともに、忌憚
のないご意見をいただければ幸いです。今後とも、
どうぞよろしくお願いいたします。
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